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発達障害者支援に関する取組について

〆

ヽ

平成 28年 11月 30日
内閣府 (共生社会政策担当)

ヽ

ノ

内閣府 (共生社会政策担当)においては、発達障害者支援法及び

同改正法第 21条 (国民に対する普及及び啓発)の趣旨も踏まえつつ、
次に掲げる取組を実施。[※予定を含む]

○障害者週間(12/3～ 9)の行事の一環として、障害者週間「連続

セミナー」において、発達障害関係の行事を実施

【テーマ名】
・チック、トゥレット症候群とそれに関連する発達障害 (12/6)

・発達障害者の雇用を促進するために VoL 5～安定して働き

続けるために一人ひとりができること～(12/6)

・発達障害児教育への支援～音声教材の有効性と今後の課題

について～(12/7)

・大人の発達障害について ～最近の動き～(12/7)

〇世界自開症啓発デー (4/2)に 当たり、加藤内閣府特命担当大臣

によるメッセージを発出し、内閣府ホームページに掲載

○内閣府で開催する「障害を理由とする差別の解消に向けた地域

フォーラム」において、発達障害当事者を基調講演者やパネル

ディスカッションのパネリス トとして起用

(以上 )

発達障害に関する広報啓発を通じた理解の促進



28年度「障害者週間」

～共に生き、共に者える、明日を～
全ての国民が、障害の有無によつて分け隔てられること

なく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会を

実現するためには、障害者施策に関する国民への関心と理解
を広く深める必要があります。

政府では、毎年 12月 3日～9日を「障害者週間」と定め、
障害者の自立及び社会参力0の支援等に関する活動等を
はじめ、様々な取組・行事を行うこととしています。

′ ヽ

▲

毎年12月3日～9日は
障害者週間です。
障害のある人もない人も共に
生きる社会ヘ

5Ffi2grF12n2a (f;) rg:oo-1 7:oo
[会場]

中央合同庁舎第8号館 1階講堂

□ ロ障害者フォーラム 2016

5Fffi28+12a6e (*) ro : oo-le : oo
7a oxl ro: oo-re: oo

[会場]

有楽町朝日スクエア

5Ffi28+12A38 (t) -9e (e) [会場]

有楽町駅前地下広場10:00～ 18:00

障害者週間「連続セミナー」

電ヨF「障害者週間のポスター」原画展

」′
´

規二内閣府

●
ノ^ヽ

●
｀
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「共生社会」の理念の普及を目的に、1部では、

作文・ポスターの最優秀作品への内閣総理大臣表彰、2部では、
共生社会の実現をテーマにシンポジウムを開催します。

□□ 内閣府

日 圃平成28年12月2日 (金 ) 13:00へ′14:00
貶ヨ
日 `曰■笏 中央合同庁舎第8号館 1階講堂

【プログラム】

①主催者挨拶(内閣府特命担当大臣)
②審査講評
③内閣総理大臣表彰
④後援団体副賞贈呈

⑤心の輪を広げる体験作文最優秀作品朗読

平成28年度
「心の輪を広げる障害者理解促進事業」事務局(最終頁参照)

平成27年度作文最優秀賞朗読 (小学生部門)

お申込み・

お問い合わせ

GttD I表 彰 式  (「心の輸を広げる体験作文」「障害者週間のポスター」)

ａ
ｕ ●

GttD「障害者週間」記念シンポジウム【テーマ】真の共錢量摺褻
あらためて問う

日 時 rPfi2B+12a2E (ft) 14:30～17:00
貶ヨ
Eヨ
■日
■笏 中央合同庁舎第8号館 1階講堂

障害者基本法等の趣旨を再確認するとともに、

全ての命の尊厳が尊重されることの大切さを

テーマに、共生社会実現のための

シンポジウムを開催します。

●基調講演

〔講師l野澤 和弘 氏 平成27年度「障害者週間」記念シンポジウム
(株)毎日新聞社論説委員、障害者政策委員会委員

●パネルディスカッション

【コーディネーターl

野澤 和弘 氏

【パネリスト】

ハ
軍 、
久保 厚子 氏

全国手をつなぐ育成会連合会
会長、障害者政策委員会委員

熊 谷 晋 ― 郎 氏

東京大学先端科学技術

研究センター准教授

藤 原 久 美 子 氏

自立生活センター神戸
Beすけっと事務局長

名里 晴美 氏
(福 )訪間の家理事長
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全国の小・中学校等から公募した「心の輸を広げる体験作文」及び
「障害者週間のポスター」の優秀作品の原画を展示します。

匿]平成28年12月3日 (土)～9日 (金)10:00～ 18:00

医l固 有楽町駅前地下広場

□□ 内閣府

一小学生の部― ―中学生の部―

国□□園

日本 彩佐

徳島県

徳島市

加茂名南小学校
1年

国□園

久間田 奏

群馬県

太田市立

沢野小学校
4年

榎本 雛

埼玉県

さいたま市立

大成中学校
1年

小山田 航佑

山形県

河北町立

河北中学校
3年
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中央合同庁舎第8号館 1階講堂
〒100‐8914千代田区永田町 1-6-1
TeL 03-62571457(直 )(内閣府障害者施策担当)
●中央合同庁舎第 8号館へは内閣府本府よりお入りください。

【アクセス】 地下鉄東京メトロ :

丸ノ内線・千代田線「国会議事堂前駅」3出□徒歩5分

銀座線。南北線「溜池山王駅」8出□ 徒歩5分

有楽町駅前地下広場
〒100-0006
東京都千代田区有楽町二丁目 7番 1号先

【アクセス】」R有楽町駅前
地下鉄東京メトロ:有楽町線「有楽町駅」Dフ出□ 徒歩3分
銀座線・日比谷線・丸ノ内線「銀座駅」⊂4出□ 徒歩4分

鬱連続セミナー参加団体のご案内 (セミナーの開催順)

有楽町朝日スクエア
〒100‐0006東京都千代田区有楽町 25‐ 1

有楽町マリオン 1lF

Tel.03-3284-0131

【アクセス】 JR有楽町駅 :中央□または銀座□ 徒歩1～2分

地下鉄東京メトロ:有楽町線「有楽町駅」D7出□ 徒歩2分

銀座線。日比谷線・丸ノ内線「銀座駅」C4出□ 徒歩3分

障害者フォーラム 2016 障害者週間「連続セミナー」

国会議事堂衆饉院
第二■員会館

=■
,衆薔院

第一議員会館

首相冒邸 内閣府本府

財務省

金融庁

内閣総理大臣
公邸

新国際ビル

ビック
カメラ

新有楽町ビル

東京国際
フォーラム

駅前
広場

●
東京メトロ銀座駅
(C4出□)

東京メトロ

^有楽町駅●
(Dフ出□)

園謬腱嘔理囲

プランタン

東映

交通会館

有楽町イトシア
丸井

マロニエ
グート

「障害者週間のポスター」原画展
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●

東京国際
フォーラム α 回

●
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田
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交通会館

東 映
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ルミネ

東京メトロ銀座駅
(C4出口)

地下連絡
通路ヽ  阪急

an麟
キク

団体名 所在地 ∪RL 担当

特定非営利活動法人
日本トゥレット協会

〒170‐ 0005東京都畳島区南大塚3丁目43‐11
福祉財団ビル7階

TEL:03‐ 6912‐ 9625
FAX:03-6912-9625

http:〃 tourette―japan.org/  管野

公益社団法人

日本オストミー協会

〒124‐ 0023
東京都葛飾区東新小岩 1‐ 1‐ 1‐901

TEL:03‐ 5670‐7681
FAX:03‐ 5670‐7682 http:〃 www.joa―net.org/   平野

独立行政法人
高齢・障害・求職者雇用支援機構

〒261‐ 0014
千葉県千葉市美浜区若葉3-1-2

TEL:043-213‐ 6203
FAX:043‐ 213‐6556 http://www.jeed.or.jpl t*

特定非営利活動法人
日本失語症協議会

〒167-0051
東京都杉並区荻窪5‐ 14‐ 5‐ 405

TEL:03‐ 5335‐ 9756
FAX:03-5335‐ 9757

http://japc.infO/

特定非営利活動法人
大活字文化普及協会

〒101-0051
東京都千代田区神田神保町1‐3冨 LL房ビル6F

TEL:03‐ 5282‐ 4361
FAX:03-5232-4362 http:〃 www.dalkatsuji.co.jpノ  市橋

特定非営利活動法人

全国言友会連絡協議会

〒170-0005
東京都豊島区南大塚1-30-15(東 京言友会館)

。
「 EL:090‐ 5423‐ 3294
FAX:03-3942‐ 9438

http:,/zenge n ren.o rgl 松 尾

公益財団法人
日本障害者リハビリテーシヨン協会

〒162-0052
東京都新宿区戸山1丁目22番 1号

‐
「EL:03‐ 5273‐ 0601
FAX:03-5273-1523

http://www.jsrpd.jpl 村上

一般社団法人

日本発達障害ネットワーク

〒105-0013東 京都港区浜松町 1‐ 12‐ 14
昭和アステック5号館5F

TEL103-5733-6855
FAX:03-5733‐ 6856

http://jddnet.jP/ 橋 □

●障害者週間行事に関するお問い合わせ

平成28年度「心の輪を広げる障害者理解促進事業」事務局
〒104-0061東 京都中央区銀座七丁目4番 14号 HBC GINZAビル12F
TEL:0120-641‐ 694  FAX:0120‐ 896‐ 891 E― rnall:heart201 6@p―unique.co.jp

【内閣府ホームページ】

http:〃 www8.CaO.gO」 pた hougalノ :ndex.htmι
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「世界 自閉症啓発デー」に当たっての

加藤内閣府特命担 当大臣メッセー ジ

4月 2日 は、国際連合が制定 した「世界自開症啓発デー」
です。

自開症 を始め とする発達障害につきま しては、その障害

の特性を正 しく御理解いただ くとともに、障害のある方々

への周囲の配慮が不可欠です。国民の皆様の御理解 と配慮

をよ リー層促進するために、この 「世界 自開症啓発デー」

を中心に世界各地で様々な取組が行われています。日本で

も、講演やシンポジウム、東京タワーブルーライ トア ップ

など様々な啓発イベン トが開催 されています。

政府においては、本年 4月 1日 に「不当な差別的取扱い

の禁止」及び「合理的配慮の提供」を内容 とする「障害を

理 由とす る差別の解消の推進に関する法律」 (障 害者差別

解消法)を 施行いた しま した。内閣府では、この法律の意
義や趣旨を引き続 き広報、啓発 してい くことによ り、障害

のある方々の 自立 と社会参加の支援等を一層推進 します。

国民の皆様一人一人が障害の有無にかかわ らず、互いに

人格 と個性 を尊重 し合い、支え合 う「共生社会」を作 り上

げることは、一億総活躍社会の実現にもつなが ります。

皆様にもこの「世界自開症啓発デー」を契機に、自閉症

を始めとする発達障害について、御理解を深めていただき

ますようお願いします。

平成 28年 4月 2日
内閣府特命担当大臣

加  藤  勝  信


